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Ⅲ－３．調査方法と調査結果 

 

（１）調査方法 

１）調査の設計 

本事例の特性を踏まえ、調査方法について以下のように設計した。 

太田川基町護岸は、現地での事前調査の結果より散歩やジョギング、通勤・通学路等

といった地元住民の日常的な利用が多く見られることが確認され、これを踏まえ、アン

ケート調査対象者は、地元住民を中心とすることとした。対象範囲は、前記した散歩や

ジョギング等の利用に注目し、現地周辺の居住者や周辺に勤務する就業者とし、直接配

布した。また、近くにある中央公民館にもアンケート票を設置し、中央公民館の利用者

にも回答頂いた。さらに、来訪者へのアンケートとして、基町護岸で実施された映画上

映会においても実施した。受付時に調査票を配布し終了時に回収するという方法を採用

したが、混雑が予想されたため、後日 FAX で回答することも出来るようにした。FAX で

の回答は一割程度であった。 

次にヒアリング調査対象について、事業主体関係者は、当時の担当者及び現在の担当

者と合わせてヒアリングを実施した。利用団体については、多くの団体が活発に利用し

ていることを把握していたため、地元で管理委託を受けている市民団体から初めて、ヒ

アリングを行った団体に別の利用団体を紹介して頂くかたちで対象者を増やし、調査を

進めた。紹介の場合、アポイントをとりつけるのがスムーズであり、効率的に調査を進

めることが出来た。 

定点観測調査については、出来るだけ多くの利用実態を捉えるため、平日と休日の両

日調査を行った。通勤・通学等の利用があるため、朝７時から夕方６時頃まで 30 分おき

に利用状況を把握した。調査方法は、主に遊歩道を利用する通勤・通学やジョギング、

散歩などの通過型の利用と、主に芝生広場を利用する滞留型の利用に分けて、利用内容、

利用者数、利用場所、滞在時間等を捉えた。 
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表 調査手法と調査内容 
調査手法 対象 手法 調査内容 

整備対象位
置周辺の地
元住民 

基町護岸周辺居住者（通
行者、基町住宅居住者、
中央公民館利用者） 
 
※回収結果：122 票 

通行者及び基町
住宅居住者は直
接配布、中央公
民館へは設置 

○意識変化 
○活動変化 

整備対象の
位置する市
町村の地域
住民 

「水の都ひろしま構想」
の策定にむけての市民の
水辺に対する意識調査
平成 14 年度参考 

― ○意識変化 

アンケー
ト調査 

現地来訪者
（観光客を
含む） 

映画上映会のイベント参
加者 
 
※回収結果：79 票 

受付時に調査票
配布、イベント
後回収 

○意識変化 

事 業 主 体
（行政）関
係者 

①国土交通省中国地方整
備局太田川河川事務所 
②広島市活性化局観光交
流部交流課 
③広島市都市整備局都市
計画課都市デザイン係 

訪問ヒアリング ○意識変化 
○活動変化 
○空間変化 
○その他 

利用団体 ①ＮＰＯ法人雁木組 
②ﾎﾟｯﾌﾟﾗ･ﾍﾟｱﾚﾝﾂ･ｸﾗﾌﾞ 
③カフェテラス倶楽部 
④青空美術館 

訪問ヒアリング ○意識変化 
○活動変化 

ヒアリン
グ調査 

対象建築物
等所有者 

― ― ― 

定点観測調査 平日、休日 ― ○活動変化 

 

 



 4-93  

２）アンケート調査票（地域住民用） 
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 アンケート調査票（来訪者用） 

 

 

 




